
人権平和部会 協議会当日の様子とアンケートより 
 

 ４年ぶりの通常開催となった人権平和部会の協議は、どの分

科会においても熱心な意見交換があり、部会員相互の深い学

びにつながったと感じております。 

本部会は例年、授業実践や日々感じていること、たくさんの先

生方の深い造詣に触れることができるレポートが集まります。今

年度も貴重なレポートをもとに協議が行われ、ここから石狩管

内の人権教育・平和教育の発展につながっていくことと確信し

ています。 

 

当日の様子や部会員の皆さんからいただいたアンケートをこの場で共有し、次年度につなげていき

たいと考えています。 

 

研究主題「共に生き、平和な社会を創り上げる力を育む教育はどうあるべきか」に迫る

ことができたか。 

できた・・・・・・・・・７６％     まあまあできた・・・２４％      

 

２つの項目の合計で１００％となりました。次年度も今年度の実績を生かし、充実した研究につなげ

られるようにしていきたいと考えています。 

 

印象に残った実践内容（個人名の掲載は控えます） 

 

・戦争についての伝承者をお招きしての講話の

実施について、児童生徒たちの感想が深いとこ

ろまで進んでいた。また、自ら知ろうとしているよ

うすがうかがえた。 

 

・はだしのゲンの劇の実践。戦争物の劇はなかな

かやりづらかったり子どもが乗らなかったりする

かもしれないが、ヒロシマがある国として、避けて

はいけない物だと思う、という話がとても良かっ

た。 

 

・平和のレポートが多い中で LGBT をテーマにし

ていたため注目した。良かったポイントは生徒のレ

ポートを公開していただいたことで、中学生目線

での意見に触れることができた。 

 

・憲法をしっかり踏まえ、人権を子どもたちに教える姿勢や大切さを学んだ。 


